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令和４年４月～ 

（仮称）ひきこもり支援機関連絡協議会 

教育委員会 

アドバイザー 

【目標１】相談窓口の明確化、支援機関相互の連携強化 

①（仮称）ひきこもり相談窓口の開設  ②（仮称）ひきこもり支援機関連絡協議会の設置 

③ 支援機関相互の連携強化の仕組みづくり  ④ 教育委員会や医療機関との連携 

 
【目標２】当事者・家族それぞれの課題やニーズに寄り添った､きめ細やかな支援の充実 

① 状況に応じた専門的支援と課題解決のための仕組みの構築 

② 課題把握のためのアセスメントに基づく支援 

③ 居場所の確保（参加支援） 

④ 社会との関係づくりの支援と必要に応じた就労支援 

⑤ 当事者・家族会からのニーズ把握に基づく支援 

【目標３】ひきこもりへの社会的理解と支援

者育成の促進 

① 当事者・家族への働きかけと地域での理解 

促進 

② 支援者の育成とスーパーバイズ機能の整備 

当事者・ 

家族 就労支援機関 

（せたがや若者サポートステーション、

ゆに等） 

総合支所保健福祉センター 

（仮称）ひきこもり相談窓口が中心となり各

支援機関が連携して対応。（仮称）ひきこもり

支援機関連絡協議会の構成員は想定。 

相談・ 

支援 

あんしんすこやかセンター 地域障害者相談支援センター（ぽーと等） 

相談・支援 相談・支援 

別紙 

医療機関 

助言 

助言 

アドバイザー 

障害者支援機関（みつけばルーム等） 

学校等教育機関 


